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 0.1. OPEX へのお問い合わせ

技術サポート ：

OPEX テクニカル サポート
835 Lancer Drive
Moorestown, NJ 08057 USA

南北アメ リカ ： 1 800.673.9288 - または - 856.727.1950

ヨーロッパ、 中東、 アフリカ ： +1 800.673.9288

オースト ラリア ： +1 800.945247

Service@opex.com

製品のモデル名とシリアル番号を準備して ください （「モデル / シリアル番号
の位置」 （33 ページ） 参照）。

その他のお問い合わせ ：

OPEX® Corporation
305 Commerce Dr.
Moorestown, NJ 08057-4234 USA
電話 ： +1 856.727.1100
Fax ： +1 856.727.1955
https://www.opex.com/

本書における誤記載や不明確な点などに関しては、 OPEX の Technical 
Writers 部門に電子メールでお問い合わせください。
GroupDMATechWriters@opex.com

opexservice.com の Web サイ トの問題に関するサポートについては、 メール
で OPEX Web Developers 部門までお問い合わせください。
GroupWebDev@opex.com
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 0.2. EC 適合宣言書

 0.2.1. 適合宣言書 - UK
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 0.2.2. 適合宣言書 - FR
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 0.2.3. 適合宣言書 - DE

適合宣言書 
 
 

理事会指令の適用： 2006/95/EEC、2004/108/EEC、2011/65/EU   
 
適合が宣言される規格：    EN60950-1:2006、EN61000-6-1:2007、    
EN61000-6-3:2007、 BS EN 50581:2012                                     
 
製造元名：   OPEX Corporation       
 
製造元住所：   835 Lancer Drive       
    Moorestown, New Jersey 08057- 4225   
    United States of America      
 
輸入業者名：    OPEX Corporation       
 
輸入業者の住所：    SAP Partnerport      
    Altrottstrasse 31      
    69190 Walldorf, Germany      
 
装置種別：    Automatic Mail Opener       
 
モデル番号：    RAPID EXTRACTION DESK - MODEL 72   
 
シリアル番号：             
 
製造年：           
 
 

 

場所：: Moorestown, New Jersey USA        
        （署名）
 
日付：   2014 年 1 月 15 日    H. Scott Maurer   
        （氏名）
 
            OPEX International 社長                      
        （職位）
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 0.3. 改訂履歴

改訂番号 日付
変更内容 （青い文字をクリ ックすると、 対象ページ

に移動します）

12-01 2012 年 8 月 初版本マニュアルは、 タブレッ ト型端末でも表示し
やすいように完全に刷新しました。

15-01
2015 年 8 月 
14 日

• ユーザーマニュアルは機密情報ではないため、

フ ッ ターの文字を変更

• 警告および注意アイコンの外観を、 現行の CE 規
格に合わせて変更

• ドキュ メン ト全体のフォーマッ ト を小規模に変更

1 ページ - タイ トルページの外観変更、 ドキュ メン ト

リビジ ョ ンを追加
6 ページ - 改訂履歴表の追加

66 ページ - 日本向けの Model 72 の仕様追加

21-01
2021 年 7 月
26 日

• OPEX 製品間の一貫性を保つため、 文書の名称を

「オペレータマニュアル」 に変更。

• マニュアル全体のフォーマッ ト とレイアウト を更

新し、 個別の章に分割。

• 全体的にテキスト を簡略化し、 明解で、 シンプル

に、 順序を改善

1 ページ - OPEX の新規ロゴを追加

3 ページ - 適合宣言書のセクシ ョ ンを追加

28 ページ - 「Model 72 のコンポーネン ト と機能」 の
全体的な改善

33 ページ - 「モデル / シリアル番号の位置」 セクシ ョ
ンの追加

（次のページに続く ）
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21-01
2021 年 7 月 
26 日

（前のページから続く ）

34 ページ - 仕様にメートル法の記述を追加

48 ページ - 封筒を置く手順を改善

53 ページ - 「ジ ョ ブを停止する」 セクシ ョ ンの追加

71 ページ - ハイブリ ッ ド郵便物高さのオプシ ョ ンを
追加

73 ページ - グラフ参照の説明を改善

80 ページ - 「グラフ表示」 の説明を改善

89 ページ - フ ィーダカバーの写真を更新

94 ページ - センサーセクシ ョ ンを追加

103 ページ - 「OPEX Corporation について」 および
裏表紙を追加

改訂番号 日付
変更内容 （青い文字をクリ ックすると、 対象ページ

に移動します）
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 1.1. 本書について

本書には、 OPEX Model 72 の操作手順および安全関連コンポーネン トについ
ての情報が掲載されており、 以下を含みます。 

• 安全情報、 安全上の問題、 注意事項

• 主要コンポーネン トの識別および機能

• システム仕様

• 簡単なメンテナンスと清掃

本書の情報は、 Model 72 オペレータを対象としています。 オペレータは 
Model 72 の電源を入れ、 ジ ョ ブを開始し、 封筒から内容物を取り出すことが
できます。 また、 簡単な保守を実行することもできます。

本書は Model 72 の設計変更を反映するため、 またはエラーを修正するために
更新されます （文書の改訂履歴の詳細が記載された表は、 6 ページ で確認で
きます）。 参照用に、 必ず最新の電子版マニュアルを保持して ください。 最新
リ リースは PDF 形式で www.opexservice.com からダウンロードできます。

 1.1.1. マニュアルのナビゲーシ ョ ン補助

本マニュアルは、 主にタブレッ ト端末で使用するように設計されています。
ナビゲーシ ョ ンを向上させるために、 マニュアルには青い下線が付いたリン
クが記載されており、 これをクリ ックまたはタ ップすると特定のページや 
Web アドレスに直接アクセスできます。 また、 「目次」 内のすべての項目と  
PDF ファイルのサイドバーにあるブックマークをクリ ックまたはタ ップする
と特定のページに直接移動できます。 最適なパフォーマンスを得るため、 必
ず最新版の Adobe® Acrobat Reader®* をお使い ください。 
*Adobe および Acrobat Reader は Adobe Systems Incorporated の登録商標です。

 1.1.2. Model 72 の文書

Model 72 の文書は、 Model 72 に付属のゴミ箱の一つに入っています。 これを
読んでいる方は、 すでに見つけています。 お見事です。 交換用の文書を入手
するには、 OPEX テクニカルサポートにお問合わせください。
12 はじめに
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 1.2. 安全メ ッセージ表記規則

本書では、 特定の手順や状況に関連する安全上の問題について警告するため、
以下の表記規則を使用します。 本書を読んで Model 72 を操作するときは、 以
下の表記規則にご注意ください。

危険

回避しない場合は死亡または重傷を招く危険な状況を指します。 この警告
表示の使用は最も極端な状況に限定されます。

警告

回避しない場合は死亡または重傷を招く可能性がある危険な状況を指し
ます。

注意

回避しない場合は軽度または中程度の傷害を招く可能性がある状況を指し
ます。

注記

重要とみなされる情報を示しますが、 危険に関連したものではありません
（例 ： 物的損害に関連するメ ッセージ）。
はじめに 13
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（このページは意図的に白紙にしています）
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 2.1. はじめに

この章で提供される情報は、 本マニュアル記載の OPEX Model 72 の操作およ
び保守に関して、 様々な安全上の問題を説明することを目的としています。
この章では、 Model 72 を扱う際に遵守すべき安全ガイド ライン、 Model 72 に
使用されている安全ラベルの識別と位置、 および人間工学的な考慮事項につ
いて説明します。

警告

Model 72 を使用する前に、 この章をよ くお読みください。
16 安全性
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 2.2. 安全ガイド ライン

このセクシ ョ ンでは、 OPEX Model 72 で作業する場合に遵守すべき安全ガイ

ド ラインを提供します。

オペレータのト レーニング - オペレータは、 Model 72 を操作する前にト レー
ニングを受ける必要があります。 Model 72 を操作する前に、 このマニュアル
全体をお読みください。

オプシ ョ ンの昇降システム - お使いのデスクにオプシ ョ ンの昇降システム
（図 2-1) が付属している場合は、 デスクと身体の間に挟み込みが生じないよ
うに注意して ください。 出荷時の初期設定は最低位置です。

図 2-1 ： 安全ガイ ド ライン

ト ランスポート高さ  - ト ランスポート高さはノブで調整できます。 新しい
ジ ョブを選択する際には、 ト ランスポートが移動してデスクと身体の間に挟
み込みが生じないように注意して ください （図 2-1)。

警告

Model 72 の操作または保守を行う際は、 本マニュアルに記載された安全ガ

イド ラインを必ず順守して ください。

作業面の高さを調整する際は、体が
挟まれないよう注意してください。
（オプションの昇降システムが搭載され

トランスポートはジョブごとに調節可能で

す。ジョブを選択するときは、Model 72 
の下から両手を離してください。

ている場合のみ）
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Model 72 の露出した可動部に、 巻き込まれる可能性がある異物を近付けない - 
異物により、 Model 72 の可動部が詰まったり、 損傷したりする可能性がありま

す。 手、 髪、 衣服や装飾品を可動部に近づけないで ください。

カッ ターエリアに指を置かない - カッ ターブレードは鋭利なため、 Model 72 
が作動中かどうかに関わらず、 誤って接触すると切断などの事故につながる
可能性があります。 Model 72 が作動している間は、 フ ィードエリアに指を置
かないで ください。

カバードア - カバードアを外した状態で、 Model 72 を操作しないで ください。

Model 72 の設計 - OPEX または認定代理店に相談することな く、 Model 72 の
設計または構成を変更してはなりません。

Model 72 の保全 - Model 72 の保守、 特定の操作、 および調整はすべて、 機械

的であるか電気的であるかを問わず、 安全な作業システムに従い、 許可され
た担当者が行う必要があります。

Model 72 の作動中に清掃をしない - ベルトやローラーなどの可動部の清掃に

布 （または類似の素材） を使用しないで ください。 布などの素材を可動部に

使用すると、 Model 72 の破損や重度の人身事故につながる恐れがあります。

ベルト、 ローラー、 ゲートなどのパーツを清掃する必要がある場合は、 清掃
中にパーツを手回しするか、 静止した状態で掃除します。

Model 72 のほこりや破片の清掃に、 可燃性の高圧 「圧縮空気」 を使用しない 
- エアダスタースプレー缶には可燃性化学物質が含まれています。 動力機器そ
の他の発火源の周囲での使用は安全ではありません。

Model 72 へのアクセス - Model 72 の周囲全領域に障害物がないようにし

ます。

電源コンセン ト  - コンセン トは機器の近くに配置し、 容易にアクセス可能で

ある必要があります。

Model 72 内部に進入するおそれがあるため、 デスク上に液体物を置かないで
ください。

お子様を近づけない - Model 72 は、 お子様がいる可能性のある場所での使用

には適していません。
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 2.2.1. 保守の安全性

許可を受けた担当者のみが、 Model 72 の整備や保守を実施できます。

外部パネルを開けたり、 外したりする前に Model 72 を停止させて ください。

実施する作業に適した個人用防護具 （PPE） を着用して ください。

Model 72 を常に適切な作動状態に維持する - 保守、 整備、 または修理を行う

場合 ：

• 本マニュアルに記載の定期予防保守手順に従って Model 72 を保守します。

• 本マニュアル記載の該当する整備および修理手順に準拠します。

ツールの安全性 ： メーカーの指示に従い、 ツールは適切に使用し、 保守しま

す。 電源を入れる前に、 ツールその他の固定されていない備品を Model 72 か
ら取り除きます。

電源の接続途中で Model 72 を移動しない - まず電源を Model 72 から抜き

ます。

警告

保守点検や Model 72 を移動する必要がある場合は、 事前に電源コードを抜

いて Model 72 の電源を切って ください。
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 2.3. Model 72 安全ラベル

安全ラベルは、 Model 72 の特定の場所で使用され、 特定の安全上の危険につ

いて警告するものです。 安全ラベルは、 Model 72 が使用される地域または国

に応じ、 多様な言語または形式で表示される場合があります。

• 米国向け Model 72s 用の二か国語表記 （英語 / スペイン語） ラベル

• カナダ向け Model 72s 用の二か国語表記 （英語 / フランス語） ラベル

• EU およびその他複数の国向け Model 72s 用の図形のみのラベル （テキス

トなし）

表記の違いを問わず、 ラベルの位置は同じです。

警告

Model 72 の操作中はすべてのラベルに記載されている安全上の注意に従っ

て ください。 これらの注意事項に従わないと、 重篤な人身傷害または死亡、
また Model 72 の損傷が引き起こされる恐れがあります。
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 2.3.0.1. 定格 / シリアル番号ラベル

位置 ： キャビネッ ト ドア内側 （表 2-1）。 
目的 ： 製品の電気的定格、 Model 72 のシリアル番号を識別します。

右列の定格 / シリアル番号ラベルには WEEE マークが表示されている
ことに留意して ください。 これは、 廃電気電子機器を認可された回収
およびリサイクル施設で廃棄すべきことを示しています。 ゴミ箱には
捨てないで ください。

表 2-1: 定格 / シリアル番号ラベル

ラベルの位置 説明

7459200 （米国）

7459201 （EU）

7822000 （日本 50HZ）

7822100 （日本 60Hz）
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 2.3.0.2. 無線準拠ラベル

位置 ： キャビネッ ト ドア内側 （表 2-2）。
目的 ： 連邦通信委員会 （FCC） および カナダイ ノベーシ ョ ン ・ 科学経済開発
省 （I.C.）  ( またはその他の規制機関） の規則および規制に準拠していること
を認めること。

表 2-2: 無線準拠ラベル

ラベルの位置 説明

米国 FCC （7682610）

日本のみ : 総務省登録 （7682640）

Contains FCC ID: VDM2054710 Contains IC: 7175A-2054710 Model: 205471010 OPEX   Corporation®

This device complies with Part 15 of the FCC rules. Operation is
subject to the following two conditions: (1) this device may not
cause harmful interference, and (2) this device must accept any
interference received, including interference that may cause
undesired operation.
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 2.3.0.3. 挟み込みポイン トの注意ラベル

位置 ： フ ィードパスの始まり （表 2-3)。

目的 ： フ ィードパス内部での挟み込みの危険について警告すること。

表 2-3: 挟み込みポイン トの注意ラベル

ラベルの位置 説明

すべて （1637200)
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 2.3.0.4. 絶縁耐力試験およびアース導通試験のラベル

位置 ： キャビネッ ト ドア内側 （表 2-4)。

目的 ： Model 72 内の接地点が互いにしっかり と接続され、 アース導通試験に
合格していることを伝えること。

表 2-4: 絶縁耐力試験およびアース導通試験のラベル

ラベルの位置 説明

すべて （P24838-01)
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 2.3.0.5. 接地記号

位置 ： フレームの内側、 電源パネル付近 （表 2-5)。
目的 ： 接地ケーブルの接続点を示すこと。

表 2-5: 接地記号のラベル

ラベルの位置 説明

すべて （P24835-01）
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 2.4. 人間工学上の考慮事項

作業過程で同じ動きを繰り返し実行する必要がある他の職種同様、 タスクの
実行方法を考慮することは重要です。 Model 72 の操作中に、 身体的な不快感

や怪我のリスクを最小限に抑える上で役立つガイド ラインを、 以下のリスト
に示します。

メインオペレータステーシ ョ ンでの作業時 ：

• 体の姿勢を真直ぐに維持し、

• 時折姿勢を変えて、 楽にします。

• 1 回のシフ トに 8 時間以上 Model 72 を操作することは避けます。 可能で

あれば、 休憩時間にスト レッチを行います。

• Model 72 に高さ調節オプシ ョ ンが備わっている場合は、 正しい姿勢を維

持しながら快適に作業できるようにデスクの高さを調節して ください。 高
さ調節機能が備わっていない場合は、 より快適に Model 72 を操作できる

ように、 デスクの水平調整ネジを調節して ください。

注記

Model 72 を操作する際には、 以下のガイド ラインを必ず守って ください。
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 3.1. Model 72 のコンポーネン ト と機能

OPEX Model 72 高速取出しデスク  （RED） は、 受領郵便物を処理する半自動
式ワークステーシ ョ ンです。 その目的は、 オペレータが積み重ねられた封筒
を迅速に開封して、 中身を取り出すことにより、 郵便物処理の生産性を向上
させることです。 

Model 72 をご使用になる前に、 主要なコンポーネン ト と機能について理解し
ておいて ください （図 3-1 と  表 3-1 を参照）。

図 3-1 ： Model 72 のコンポーネン ト

主電源スイッチ

アクセサリーコンセント

アクセサリーコンセントのブレーカー
電源パネル

AC コネクタ
ONS コネクタ

（Model 72 の背面）
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表 3-1: Model 72 のコンポーネン ト と機能

一体型郵便物ラックとコンベヤー

• 郵便ト レイを保持します。 使用しないときは、

コンベヤーの下へ収納します。

• コンベヤーには、 最大 22½ インチ 
（571.5 mm） の郵便物を収納できます。

仕分けビンと仕分けト レイ

• 柔軟性のあるラックシステム ： ラ ックまでの距

離を最短にでき、 様々な高さに調節できます。

• 仕分けトレイを使う ことで仕分け機能を追加

できます

ボタン式キーパッ ド

• メニューの移動や Model 72 の起動 ・ 停止に使

用します

カッ ターの深さは調整可能 ：

a. 上部切り込みのオプシ ョ ン ： 5 つ

b. サイド切り込みのオプシ ョ ン ： 4 つ

フェンス （後ろから見たところ）

シャ トルアセンブリの上半分に位置します。 サイ
ド切り込み用に封筒を固定するために使用しま
す。 フェンスが下がると、 サイ ドがカッ ト され、
封筒がシャ トルに移動します。

A

B
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シャ トル （正面からの俯瞰）

シャ トルが上下に動いて、 上部切り込み用の封筒
の位置を決めます。

取り出し装置

• 封筒の中身が取り出されます

• 封筒を開く幅は、 個別に設定するジ ョブパラ

メータから調節できます

サイクルと検証装置灯

• Model 72 がオンになると、 緑色のサイクルボ

タンが点灯します。

• 中身が検出されると、 赤の検証装置灯が点滅

します。

プリンタ （オプシ ョ ン）

• ジ ョブとオペレータの統計情報を紙に出力し

ます。 ロール紙をセッ トするためのアクセス
ドアを備えています。

オプシ ョ ンの昇降システム

• オペレータパネルの上 / 下ボタンで作業面を昇

降させます。

• これにより、 車椅子での利用も可能になります。

表 3-1: Model 72 のコンポーネン ト と機能 （続き）
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 3.2. 電源パネル

電源パネルは Model 72 の背面にあり、 以下のコン ト ロールとコネクタがあり
ます。

電源パネル コンポーネン ト / 機能

メイン電源のオン / オフスイッチ

建物からの AC 電源を Model 72 に供給します。 保守の際に
は、 必ずスイッチをオフにして ください。 メイン電源には、
10A のブレーカーが備わっています。

アクセサリーコンセン ト

1A 以下の弱電流のアイテムに使用して ください。

備考 ： これは、 北米向け製品のみのオプシ ョ ンです。

アクセサリーコンセン トのブレーカー

Model 72 をアクセサリーコンセン トによる過電流から保護
します。 これは 1A のヒューズです。

ONS コネクタ

OPEX Network Solutions （ONS） システムをホスト コン
ピュータに接続します。 コネクタは ONS システム （なし /
RS232/RS422） ごとに異なります。

AC コネクタ

建物からの AC 電源と  Model 72 を接続します。
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 3.2.1. ソフ トウェアのオプシ ョ ン

以下の購入可能なソフ トウェアのオプシ ョ ンは、 ソフ トウェアキーで有効に
します。

プリンタ  - プリンター機能を有効にします。

ONS - Model 72 をネッ トワークに接続し、 OPEX Network Solution （ONS） 
ソフ トウェアを使って統合することが可能です。 これにより、 ホスト コン
ピュータを使って装置のパラメータ、 ジ ョ ブパラ メータ、 オペレータ情報を 
Model 72 から読み取ったり書き込んだりできます。また、複数台の Model 72 
の重要な統計情報を ONS コンピューターで確認できます。

診断 - 認定を受けた OPEX サービス技師によるエラー調査、 コンポーネン ト
の較正、 および全入出力 （モーターとセンサー） の検査に使用されます。
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 3.3. モデル / シリアル番号の位置

OPEX 技術サポートにお問い合わせの際は、 担当技術者に参照シリアル番号
（図 3-2） を伝えられるよう、 あらかじめ Model 72 のモデル / シリアルラベル
をご確認ください。

お問い合わせ先の詳細については、 2 ??? をご覧ください。

図 3-2 ： モデル / シリアルラベル
概要 33
Model 72™ オペレータマニュアル

OPEX Corporation



 3.4. 装置の仕様

Model 72 の性能

サイクル速度
#10 （10.47cm x 22.86cm） の封筒を 1 時間当たり  
3,600 枚処理

コンベヤーの処理能力 22½ インチ （571.5 mm）

混合郵便の処理 はい

封筒の規格

封筒の高さ 88.9 mm ～ 161.925 mm （3.5” ～ 6.375”）

封筒の長さ 127 mm ～ 292.1 mm （5” ～ 11.5”）

封筒の厚み 3/8” （9.525 mm） まで

物理的仕様

長さ  （左側から右側
まで）

1,930.4 mm （6 フ ィート  4 インチ、 76 インチ）

奥行き （前方から後方
まで）

1,041.4 mm （3 フ ィート  5 インチ、 41 インチ）

高さ  （床から上部棚
まで）

1,193.8 mm （3 フ ィート  11 インチ、 47 インチ）

重量 （基本モデル） 約 225kg （226.796 kg 未満）

昇降高さ調節 635 mm ～ 825.5 mm （25 ～ 32.5 インチ）

オペレータ／保守スペ
ース

914.4 mm、 前部および右側 （3 フ ィート）

騒音 80dB 以下
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 3.4.1. 電気的特性

表 3-2: 電気的特性

入力電圧

北米 ： 115VAC 60HZ （単相）

EU ： 220  ～ 240VAC 50HZ （単相）

日本 ： 100VAC 50/60HZ

入力電流

北米 ： 9.25A （最大）

EU ： 4.50A （最大）

日本 ： 7.50A

ブレーカー

北米 ： 10A

EU ： 5A

日本 ： 10A

アクセサリーコンセン ト
NEMA 15R 接地レセプタクル 
（最大 1A）

アクセサリーコンセン トのブレー
カー

1A

出力定格

北米 ： 1,110W （最大 9.25A）

EU ： 990 ～ 1,080W （最大 4.5A）

日本 ： 750W

BTU 定格

北米 ： 3,788BTU/ 時 （最大 9.25A）

EU ： 3,378 ～ 3,685BTU/ 時 
（最大 4.5A）

日本 ： 2,561 BTU/ 時
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（このページは意図的に白紙にしています）
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 4.1. キーパッ ドボタン操作とその機能

Model 72 のコン ト ロールは図 4-1 で示されているように、 オペレータの右側
のキーパッ ドにあります。

図 4-1 ： Model 72 のキーパッ ドボタン名

キーパッ ドでは、 オプシ ョ ンを選択したり、 LCD ディスプレイでメニューか
らメニューへ移動したりするのに使用します。 各キーの機能は次の通りです。

Start - 主電源スイッチがオンのときに押すと、 LCD ディスプレイがオンにな
ります。

Stop - 押すと  LCD ディスプレイがオフになります。

Enter - LCD ディスプレイのカーソルでハイライ ト されているパラメータを入
力するときに押します。

Cancel - 選択した項目を取り消すときに押します。

上矢印を押す - データ列を上方に移動します。 列内の一番上のアイテム （欄）
がハイライ ト されている場合に 上矢印を押すと、 データの一覧が 1 行前に移
動し、 1 つ前の行が表示されます。 データの一番上の行で上矢印を押すと、
カーソルは表内の最初のアイテムの左に移動します。 1 番初めのアイテムが
選択されている場合、 リス トの最後のアイテムに移動します。

上矢印を押し続ける - 前のデータページが全体表示されます。 一番最初の
ページのデータが表示されているときに上矢印を押し続けると、 最後のペー
ジが表示されます。 最後のページが表示されている場合、 リス トの最後のア
イテムがハイライ ト されます。

StopENTER

Cancel

Start

上矢印

下矢印

左矢印 右矢印
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下矢印を押す - データ列を下方に移動します。 行内の 1 番下のアイテムがハ
イライ ト されている場合に下矢印を押すと、 データのリストが 1 行上に移動
して、 次の行が表示されます。 データの最後の行で 下矢印を押すと、 カーソ
ルは表内の最後のアイテムの左に移動します。 リス トの最後のアイテムがハ
イライ ト されたときに下矢印を押すと、 画面ではリスト内の最初のアイテム
を表示します。

下矢印を押し続ける - 次のデータページが全体表示されます。 最後のページ
のデータが表示されているときに下矢印を押し続けると、 最初のデータペー
ジが全体表示されます。 最初のページが表示されている場合、 リス トの最初
のアイテムが選択されます。

左矢印を押す - ハイライ ト された選択アイテムが 1 つ左の列に移動します。
最初の列に選択されたアイテムがあり、 左矢印が押された場合は、 1 つ前の
列の最後のアイテムが選択されます。 更に、 ページ内の一番初めのアイテム
がハイライ ト されているときに左矢印を押すと、 リス トが下にシフ ト して前
の行のデータが表示されます。 最初のページの最初のアイテムがハイライ ト
されているときに左矢印を押すと、 リス トの最後のアイテムが表示されます。

左矢印を押し続ける - キーが離されるまで、 選択したアイテムが左に移動し
続けます。 左矢印を押した場合と同じ動作をします。

右矢印を押す - ハイライ ト された選択したアイテムが 1 つ右に移動します。
最後の列のアイテムが選択されているときに右矢印を押すと、 次の列の最初
のアイテムが選択されます。 更に、 ページ内の最後のアイテムがハイライ ト
されているときに右矢印を押すと、 リス トが上にシフ ト して次の行のデータ
が表示されます。 最後のページの最後のアイテムがハイライ ト されていると
きに右矢印を押すと、 リス トの最初のアイテムが表示されます。

右矢印を押し続ける - キーを離すまで、 選択したアイテムが右に移動し続け
ます。 右矢印を押した場合と同じ動作をします。
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 4.2. 拡張スクロール

リストや表の情報が画面の表示サイズを超える場合、 画面の右側にスクロー
ルバーが表示されます （図 4-2）。 スクロールバーの位置は、 カーソルがリス
トのどのあたりにあるのかを示します。

図 4-2 ： 一般的な拡張スクロール画面

 4.3. 電源を投入する

1. メイン電源スイッチ （Model 72 の後方） がオンになっていることを確認

します。

2. キーパッ ドの Start ボタンを押します。 ウェルカム画面が最初に表示さ

れ、 次にログオン画面 （図 4-3） が表示されます。

図 4-3 ： ウェルカム画面

スクロールバーの位置により

リストの場所が判断可能
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 4.4. ログインする

1. ウェルカム画面をスキップするには、 Start ボタンではな く、 Cancel ボ
タンを押します。 LCD にログイン画面が表示されます （図 4-4）。

図 4-4 ： ログイン画面

2. キーパッ ドの Enter ボタンを押すと、 SELECT OPERATOR （オペレータ選

択） 画面が表示されます。 OPEX には、 最初から NEW （新規） と  
SUPERVISOR （管理者） の 2 種類のオペレータが用意されています。 管

理者が新規オペレーターを追加すると、 その名前が OPEX の初期設定 
（図 4-5） と ともに表示されます。

図 4-5 ： オペレータ選択画面

3. 矢印キーを使ってオペレータをハイライ ト表示し、 NEW （新規） または 
SUPERVISOR （管理者） を選択し、 Enter ボタンを押します。
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4. パスワードが不要な場合は、 オペレータ メインメニューが表示され、 ジ ョ

ブの選択、 パスワードの作成 / 変更、 統計情報の表示 （図 4-6） を選択で

きます。

図 4-6 ： オペレータ メインメニュー （例）

5. 選択したオペレータにパスワードが必要な場合は、 次に ENTER 
PASSWORD （パスワード入力） 画面が表示されます （図 4-7 を参照）。

図 4-7 ： パスワード入力画面

6. 矢印ボタンと  Enter ボタンを使ってパスワードを入力します。 文字が入力

されるたびに、 パスワード欄にアスタ リスク  （*） が表示されます。 入力

後、 SAV （保存） に移動し、 キーパッ ドの Enter を押します。 オペレー

ターのログインは、 Stop ボタンが押されるまで有効です （LCD オフ）。

入力されたパスワードが間違っていた場合は、 INCORRECT PASSWORD 
（不正なパスワード） という警告メ ッセージが表示されます （図 4-8）。

図 4-8 ： 不正なパスワード画面
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 4.4.1. オペレータパスワードを変更する

オペレータは、 各自のパスワードを変更できます。 ただし、 パスワードをリ
セッ トする際は、 現在のパスワードを入力する必要があります。 現在のパス
ワードが空白の場合、 新しいパスワードを入力する前に現在のパスワードを
入力するように指示されません。 管理者でログインすると、 オペレータのパ
スワードを表示して変更できます。

パスワードを変更するには

1. ログイン後、 メインメニューから  PASSWORD （パスワード） を選択して、

現在選択されているオペレータのパスワードを変更します （図 4-9）。

図 4-9 ： メ インメニュー

パスワードを空白のままにすると、 パスワード機能が無効化されるの
をオペレータに知らせる、 CHECK PASSWORD （パスワード確認） 画面 
（図 4-10） が表示されます。

図 4-10 ： パスワード確認画面
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2. Enter ボタンを押して、 CURRENT PASSWORD （現在のパスワード） 画面 
（オペレーターにパスワードが設定されている場合） または NEW 
PASSWORD （新規パスワード） （オペレーターに一度もパスワードが割り

当てられていない場合） 画面を表示します （図 4-11）。

図 4-11 ： パスワード画面

3. オペレータは新しいパスワードを設定する前に、 現在のパスワードを入力す

る必要があります。 キーパッ ドを使って現在のパスワードを入力します。

現在のパスワードを正し く入力した後、 SAV （保存） に移動し、 キーパッ

ドの Enter を押します。 ENTER PASSWORD （パスワード入力） 画面が表

示されるので、 新しいパスワードを入力します （図 4-12）。

図 4-12 ： パスワード入力画面

4. キーパッ ドを使って、 新しいパスワードを入力して ください。 パスワード

は最大で 10 文字まで設定できます。 SAV （保存） を選択して、 新しいパ

スワードを保存します。 パスワードを入力した後、 LCD はメイン画面に

戻ります。
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 4.5. ジ ョブを選択する

矢印ボタンを使って SELECT JOB （ジ ョ ブ選択） に移動してから、 Enter ボタ
ンを押します。 ジ ョ ブ選択画面が表示されます （図 4-13）。

図 4-13 ： ジ ョ ブ選択画面

備考 ： Model 72 に保存されているジ ョブの数が多い場合、 「保存済みの多数

のジ ョブの中からジ ョブを見つける」 （65 ページ） で説明されているように、

追加の手順が存在する可能性があります。

5. 矢印ボタンを押してジ ョブを選び、 Enter ボタンを押して選択します。

ジ ョブ設定によっては、 次の例のようにカッ ターの位置を設定するよう指
示する画面が表示されます （図 4-14） ：

図 4-14 ： サイ ド カッ ター位置の設定画面

6. 画面に表示されたタスクを実行してジ ョ ブを正し く設定するか、 サイクル

ボタンを押してジ ョ ブの実行を開始します。
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 4.6. オペレータ統計

オペレータは自分の統計情報のみを見ることができ、 Model 72 にオプシ ョ ン
のプリンタがある場合は、 自分の統計情報を印刷することもできます。 印刷
が有効な場合、 PRINT DETAILS （印刷の詳細） と  PRINT SUMMARY （印刷の概
要） の 2 つのオプシ ョ ンが DISPLAY STATISTICS （統計情報の表示） 画面に表
示されます。 印刷オプシ ョ ンのいずれかを選択すると、 選択した情報を自動
的に印刷します。 印刷中、 画面に印刷ステータスが表示されます。

備考 ： 管理者レベルのユーザーは、 すべてのオペレータの統計情報を表示お
よび印刷できます。 管理者の統計情報について、 詳し くは 77 ページを参照し

て ください。

1. 統計情報を表示または印刷するには、 左 / 右矢印ボタンを使って 
STATISTICS （統計情報） （図 4-15） を選択してハイライ ト してから、

Enter を押します。

図 4-15 ： メ インメニュー - 統計情報の選択

2. DISPLAY STATISTICS （統計情報の表示） 画面で、 矢印ボタンを使って SET 
TIME RANGE （時間範囲の設定） （図 4-16） を選択、 ハイライ ト して、

ENTER を押します。

図 4-16 ： 統計情報の表示画面
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3. SELECT TIME RANGE （時間範囲の選択） 画面で、 矢印ボタンを使って希望

の時間範囲を選択、 ハイライ ト して （図 4-17）、 ENTER を押します。

図 4-17 ： 時間範囲の選択画面

4. ナビゲーシ ョ ンボタンを使って希望する表示、 あるいはプリン ト機能を選

択、 ハイライ ト して （図 4-18）、 ENTER を押します。

図 4-18 ： 統計情報の表示画面

選択に基づいて情報が表示または印刷されます。 図 4-19 に、 VIEW 
DETAILS （詳細の表示） を選択した場合の例を示します。

図 4-19 ： 統計情報詳細の例
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 4.7. 封筒を置く

フ ィーダセクシ ョ ンの側面図を 図 4-20 に示します。

図 4-20 ： フ ィーダセクシ ョ ン

封筒を置く手順 ：

1. 封筒のラベル面が Model 72 の正面を向き、 裏のフラップが上になって 
Model 72 の背面を向く ように、 すべての封筒を揃えます （図 4-21）。

図 4-21 ： 封筒の向き

2. コンベヤーの前方の壁に封筒の束を置き、 下端がベルトに触れるようにし

ます。 

備考 ： 封筒を左のコンベヤーの壁に揃える必要はありません。

3. 郵便プッシャーを前方に突き当たるまでスライド させます。 プッシャーの

サイドを利用して、 プッシャーの背後に手に持てるだけの郵便を置きます。

コンベヤー - 最大処理高さは 571.5 mm （約 22½”） です。

フィードベルト （カバーの後ろ）

郵便プッシャー： 封筒を支えて前に押します。
封筒を置くには、いったん持ち上げて、
スライドさせます。

フィードセンサー （非表示）： 郵便物の
存在を検知します。未開封の封筒の
前方への移動を制御します。
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こ う して郵便物を置く と、 それぞれの封筒が Model 72 にスムーズに送り込

まれます。

4. 郵便プッシャーを持ち上げてから後方にスライ ド させ、 最後の封筒の背後

まで下げます。 最初の封筒がフ ィーダベルトの真正面にきます。

5. コンベヤーが一杯になるまで、 プッシャーの後方に手に持てる郵便を置き

続けます。

6. 郵便プッシャーを持ち上げてからバックにスライ ド させ、 最後の封筒の背

後まで下げます。 この方法では、 郵便を全部プッシャーの前に置こ う とす
るよりも容易に積載が行えます。
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 4.8. カッ ターの位置を設定する

 Model 72 のサイドカッ ターと ト ップカッ ターは、オペレータが調節可能です 
（図 4-22）。

図 4-22 ： カ ッ ターレバー

ト ップカッ ターは、 5 つの位置から選択できます。

• 位置 0 - カッ トなし  （ノブは完全に左側）

• 位置 1 - 標準 （0-.060” / 0-1.52 mm）

• 位置 2 - 標準 + .015” / +0.38 mm

• 位置 3 - 標準 + .030” / +0.76 mm

• 位置 4 - 標準 + .094” / +2.39 mm （ノブは完全に右側）

サイ ドカッ ターは、 4 つの位置から選択できます。

• 位置 0 - カッ トなし  （ノブは完全に右側）

• 位置 1 - 標準 （0-.060” / 0-1.52 mm）

• 位置 2 - 標準 + 1/16” （1.59 mm）

• 位置 3 - ディープカッ ト  （ノブは完全に左側） これは、 13 mm （約 1/2”） 
の切り込みです。

ディープカットカットなし

ディープカット カットなし

トップカッター

サイドカッター
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 4.9. ジ ョブを実行する

1. ジ ョブを選択したら、 キーパッ ドの Enter ボタンを押します。 Model 72 
がオンになると、 緑色のレンズが光ります。 LCD に実行画面 （図 4-23） 
が表示され、 封筒の送りが開始されます。

図 4-23 ： 実行画面

この画面には、 現在のジ ョブの統計情報が表示されます。 グラフは、 次の
ように表示されます。

- COUNT （枚数） - 封筒の処理枚数。 封筒がト ップカッ ターセンサーを

通過した際に計測されます。

- TIME （時間） - 現在のジ ョブの総使用時間。

- RATE （率） - 1 時間当たりの封筒処理率。

- BURST （バースト） - 現在のジョブ処理において、最も効率の高かった 
6 分間。

実行時にディスプレイの下部には、 オペレーターのパフォーマンスを示す
グラフが 1 分ごとに更新されます。 1 時間ごとの枠が 3 つ表示され、 1 時
間ごとに自動的にシフ ト します。 処理の単位は、 画面の左側に表示されま
す。 データウィンドウには、 オペレーターが到達すべき目標率が水平線で
表示されます。 

エラーが発生した場合は、 その旨が簡潔に表示された後、 ランタイムグラ
フが表示されます。 サイクルボタンを押して Model 72 を再起動するまで、

ランタイムグラフとエラーメ ッセージが交互に表示されます。

2. 先頭の封筒が取り出し装置に到達すると停止します。 封筒から中身をすべ

て取り出します。 Model 72 では最初の封筒が厚みの判定基準として使わ

れるため、 この操作は重要です。
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サイクルボタンのすぐ左にある赤いレンズは、 検証装置の警告灯です 
（図 4-24）。

図 4-24 ： サイクルボタンと検証装置灯

検証装置は、 封筒に誤って残っている中身の存在を検出します。 検証装置
が有効な状態で中身が検出された場合は、 赤いライ トが点滅し、 封筒はゴ
ミ箱に移動しません。

3. 緑色のサイクルボタンを押して、 空の封筒を検証装置に送ります。 次の封

筒が取り出し装置に届き、 オペレータが中身を取り出すと、 Model 72 は
実行中のジ ョブが終了するまで封筒のサイクルを自動的に続行します。

- 封筒が検証装置で停止して赤いインジケータランプが点灯している場

合、 封筒を全部取り除いてから操作を続行して ください。 取り除いた
封筒に中身が残っていないことを確認して ください。

- Model 72 の稼動中は、 カッ ター詰まりによる点検修理を未然に防止す

るためにも、 ゴミの量に注意し破片などが積もらないように気をつけ
て ください。

検証装置灯 サイクルボタン

厚みセンサーでは、封筒が空であることを確認します

厚みホイール
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 4.10. ジ ョブを停止する

Cancel ボタンを押して、 いつでもジ ョ ブを終了できます。

ジ ョブ実行メモリーモードを有効にすると、 Model 72 は、 同じオペレーター
による同じジ ョ ブの 2 回の連続実行を 1 回の実行として保存します。 この 2 
回の実行は、 事前に規定されたタイムアウト時間内に行われなければなりま
せん （サービス技術者またはシステム管理者が設定）。 Cancel ボタンを押す
と、 最初の実行を終了するのではな く、 一時的に中断します。 指定されたタ
イムアウト時間内に実行を再開すると、 同じジ ョ ブ内に 2 つの別個の実行が
保持されます。 この機能は、 オペレーターが休憩などのためにジ ョブの実行
を一時停止しなければならない場合に役立ちます。
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（このページは意図的に白紙にしています）
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 5.1. オペレータを管理する

管理者レベルの権限があると、 オペレータやジ ョブを管理できます。 全ての
管理者のタスクは、 SUPERVISOR （管理者） メインメニューから指示できます 
（図 5-1）。

図 5-1 ： 管理者メインメニュー

• ログイン手順を使用して管理者としてログインします。 SUPERVISOR （管

理者） メインメニューが表示されます。 この画面から全ての監督者のタス

クが指示できます。 実行できるタスクは、 以下の通りです。

- CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） - オペレータの追

加、 変更、 印刷

- CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブリス トの変更） - ジ ョブの追加、 変更、 印刷

- STATISTICS MENU （統計情報メニュー） - 統計情報レポートの表示と

印刷

- PASSWORD OPTION （パスワードオプシ ョ ン） - すべてのパスワードを

一括して有効または無効にする
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 5.2. ジ ョブリス トの変更

管理者メインメニューで CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変
更） を選択すると、 次のオプシ ョ ンが表示されます （図 5-2）。

図 5-2 ： オペレータ リス トの変更画面

• ADD （追加） - 新規オペレータの入力やオペレータオプシ ョ ンの設定を行

います。

• DELETE （削除） - オペレータ リストからオペレータを選択して削除します。

• CHANGE （変更） - オペレータ リス トから既存のオペレータを選択し、 オ

ペレータのオプシ ョ ンを変更します。

• SELECT （選択） - オペレータ リス トからオペレータを選択します。 選択し

たオペレータが現在のオペレータとなります。

• SORT LIST （リス トの並び替え） - オペレータ リス ト をアルファベッ ト順に

並び替えます。

• PRINT （印刷） - オペレータ リストからオペレータを選択し、 そのオペ

レータに関連するすべてのパラメータを印刷します。

• PRINT ALL （すべて印刷） - オペレータのリスト全体を印刷します。
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 5.2.1. オペレータを追加する

1. CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面で、 ADD （追

加） を選択します RENAME OPERATOR （オペレータ名の変更） 画面が表示

されます （図 5-3）。

図 5-3 ： オペレータ名の変更画面

2. 矢印ボタンで画面上のキーパッ ドを使って、 新しいオペレータ名を入力しま

す。 入力後、 SAV （保存） に移動し、 キーパッ ドの Enter を押します。 キー

パッ ドの Cancel ボタンを押すと、 オペレータ作成手順が中止されます。

保存すると、 次の画面が表示されます （図 5-4）。

図 5-4 ： カーソルを新しい位置へ移動する画面

3. カーソルを既存のオペレータへ移動し、 Enter を押してオペレータをリスト

に配置します。 選択されていたオペレータと新しいオペレータが入れ替わり、
MODIFY OPERATOR （オペレータの変更） 画面が表示されます （図 5-5）。

図 5-5 ： オペレータの変更画面

4. キーパッ ドボタンを使ってオペレータのパラメータを変更します。 オペ

レータパラメータは次の通りです。
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- RENAME OPERATOR （オペレータ名の変更） - オペレータ名を変更します。
- PASSWORD （パスワード） - オペレータのパスワードを変更します。
- OPERATOR GROUP （オペレータグループ） - オペレータをグループにま

とめることができます。 現在は使われていません。
- OPERATOR LANGUAGE （オペレータの言語） - オペレータが使用する言

語を選択します。

5. Enter を押して、 変更を保存します。

 5.2.2. オペレータを削除する
管理者は、 オペレータ リス トで選択したオペレータを削除できます。

1. CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面で、 DELETE 
（削除） を選択します SELECT OPER TO DELETE （削除するオペレータの選

択） 画面が表示されます （図 5-6）。

図 5-6 ： 削除するオペレータの選択画面

2. 矢印ボタンを使ってオペレータを選んで、 Enter ボタンで削除するオペ
レータを選択します。 オペレータが削除され、 CHANGE OPERATOR LIST 
（オペレータ リス トの変更） 画面に戻ります。

 5.2.3. オペレータを変更する
1. CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面で、 CHANGE 

（変更） を選択します SELECT OPERATOR （オペレータの選択） 画面が表示

されます （図 5-7）。

図 5-7 ： オペレータ選択画面
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2. 矢印ボタンを使ってオペレータを選び、 Enter ボタンを押してオペレータ

を選択します。 MODIFY OPERATOR （オペレータの変更） 画面が表示され

ます （図 5-8）。

図 5-8 ： オペレータの変更画面

3. 矢印キーを使ってオペレータのパラメータを変更します。

4. Enter を押して、 変更を保存します。

 5.2.4. オペレータを選択する
1. 管理者は、 オペレータ リス トからオペレータを選択できます。 選択したオ

ペレータが現在のオペレータとなります。

1. CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面で、 SELECT 
（選択） を選びます SELECT OPERATOR （オペレータの選択） 画面が表示さ

れます （図 5-9）。

図 5-9 ： オペレータ選択画面

2. 矢印ボタンを使ってオペレータを選び、 Enter ボタンを押してオペレータ

を選択します。 選択したオペレータが現在のオペレータとなります。

 5.2.5. リス ト を並び替える
1. CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面で、 SORT LIST 

（リス トの並び替え） を選択します。

2. SORT LIST （リス トの並び替え） を選択するとオペレータ リス トがアル

ファベッ ト順に並び替えられます。
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 5.2.6. 全てまたは個々のオペレータのパラメータを印刷
する

全てまたは個々のオペレータのパラメータを印刷できます。 印刷結果には名前、
パスワード、 言語、 グループ番号が含まれます。 図 5-10 に例を示します。 

図 5-10 ： オペレータ情報のプリン トアウト例

プリン トアウトは CHANGE OPERATOR LIST （オペレータ リス トの変更） 画面
から選択できます （図 5-11）。

図 5-11 ： オペレータ リス トの変更画面

レポート を印刷するには、 ユーザーは管理者としてログインする必要があり
ます。

備考 ： 特定のオペレータに関する情報を印刷する場合は、 オペレータを選択
する別の画面が表示されます。

OPEX         MODEL 72

OPERATOR PARAMETERS

PRINTED:    JUNE  14,  2021     12:48 P M

OPERATOR

CHRIS
MICHEL
KATHA
MARIA

PASSWORD

DW95TS
KU6380BCZA
GEDOB6HM
N9HGFVKYW

LANGUAGE

ENGLISH
FRENCH
GERMAN
SPANISH

GROUP

1
8
6
5

個々のオペレー
タを選択して関連す
るすべてのパラメー 
タを印刷する

全てのオペレー 
タの完全なリス
トを印刷する
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 5.3. ジ ョブを作成する

SUPERVISOR （管理者） メインメニューで CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブリス ト
の変更） を選択すると、 次の画面とオプシ ョ ンが表示されます （図 5-12）。

図 5-12 ： ジ ョ ブリス トの変更画面

• ADD （追加） - 新規ジ ョブの入力や、 ジ ョブオプシ ョ ンの設定を行います。

• DELETE （削除） - ジ ョブリス トからジ ョ ブを選択して削除します。

• CHANGE （変更） - ジ ョブリス トから既存のジョブを選択し、 ジ ョ ブのオ

プシ ョ ンを変更します。

• SELECT （選択） - ジ ョブリス トからジ ョ ブを選択します。 選択したジ ョブ

が現在のジ ョブとなります。

• SORT LIST （リス トの並べ替え） - ジ ョブリス ト をアルファベッ ト順に並び

替えます。

• PRINT （印刷） - ジ ョブリス トからジ ョ ブを選択し、 そのジ ョブに関連す

るすべてのパラメータを印刷します。

• PRINT ALL （すべて印刷） - ジ ョブリス ト全体を印刷します。
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 5.3.1. 新しいジ ョブを追加する

管理者は新しいジ ョブを作成する権限があります。

1. CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブリス トの変更） 画面で ADD （追加） を選択して

から、 Enter を押します。 RENAME JOB （ジ ョ ブ名の変更） 画面が表示さ

れます （図 5-13）。

図 5-13 ： ジ ョ ブ名の変更画面

2. 矢印ボタンで画面上のキーパッ ドを使用し、 新しいジ ョ ブ名を入力しま

す。 入力後、 SAV （保存） に移動し、 キーパッ ドの Enter を押します。

キーパッ ドの Cancel ボタンを押すと、 ジ ョ ブ作成プロセスが終了します。

保存すると、 次の画面が表示されます （図 5-14）。

図 5-14 ： カーソルを新しい位置 （ジ ョ ブ） へ移動する画面

3. カーソルを既存のジョブへ移動し、 Enter を押してジ ョブをリス トに配置

します。 新しいジ ョ ブは選択したジ ョブの次に配置されて、 SELECT JOB 
OPTION （ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択） 画面が表示されます （図 5-15）。

図 5-15 ： ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面
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4. キーパッ ドのボタンを使ってジ ョ ブのパラメータを変更します。

ジ ョブパラメータについては、 次のページで説明します。

5. Enter を押して、 変更を保存します。

 5.3.2. 保存済みの多数のジョブの中からジョブを見つける

保存できるジ ョブの量が多く、 LCD のサイズも限られているため、 特定の
ジ ョブを見つけて選択することが困難な場合があります。 Model 72 に大量の
ジ ョブが保存されている場合、 特定のジョブを素早く見つけるために使用で
きる画面が 2 つあります （図 5-16 を参照）。 SELECT JOB PAGE （ジ ョ ブペー
ジの選択） 画面 （左） では、 複数ページのジ ョブを英数字順に表示できます。
目的のジ ョブページを選択したら、 SELECT JOB （ジ ョ ブの選択） 画面 （右） 
には、 最大 21 件のジ ョブが表示され、 その中から選ぶことができます。

図 5-16 ： ジ ョ ブ選択画面

JOB DIRECTORY （ジ ョ ブディ レク ト リ） マシンパラメータは、 SELECT JOB 
PAGE （ジ ョ ブページの選択） 画面を表示するタイ ミングを制御します 
（図 5-17）。

図 5-17 ： ジ ョ ブディ レク ト リ

このパラメータにより、 SELECT JOB PAGE （ジ ョ ブページの選択） 画面が表
示されるまでに必要な保存ジ ョブ数が決まります。 たとえば、 このパラメー
タを 200 に設定すると、 SELECT JOB PAGE （ジ ョ ブページの選択） 画面は 
201 番目のジョブが追加されるまで表示されません。  
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マシンパラメータをゼロに設定すると、 SELECT JOB PAGE （ジ ョ ブページの
選択） 画面が表示されな く なります。 マシンパラメータを有効にすると、
ジ ョ ブリス トは常にアルファベッ ト順に並べ替えられます。 以下の手順でこ
の機能を紹介します。

特定のジョブを選択するには

1. メインメニューで SELECT JOB （ジ ョ ブの選択） ハイライ ト し、 Enter を
押します （図 5-18）。

図 5-18 ： メ インメニュー

SELECT JOB PAGE （ジ ョ ブページの選択） 画面が表示されます （図 5-19）。

図 5-19 ： ジ ョ ブページの選択画面

2. 矢印ボタンを使い、 Enter を押して、 ジ ョ ブページ AMEX001-TD004 を選

択します。 これにより、 ジ ョ ブ AMEX001 と  TD004 の間のアルファベッ ト

順のジ ョブ名を含むジ ョブリス トの最初のページを表示します。

- ジ ョブ数がマシンパラメーターの設定値よりも少ない場合や、 SELECT 
JOB PAGE （ジ ョ ブページの選択） 画面が無効になっている場合、 LCD
には SELECT JOB （ジ ョ ブの選択） 画面が表示されます （図 5-20）。

図 5-20 ： ジ ョ ブ選択画面

スクロールバーの

位置によりリストの
場所が判断可能
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 5.4. ジ ョブパラ メータ

この項目では、 各ジ ョブで設定できるジ ョ ブパラ メータについて説明します。
ジ ョブパラ メータは新しいジ ョブを追加したときにアクセスできます。 既存
のジ ョブを変更するときも同様です （後述）。

既存のジ ョブのジ ョブパラ メータを編集するには

1. 管理者としてログインし、 矢印を使って CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブリス

トの変更） を選択してから  Enter を押します。 CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブ

リス トの変更） 画面が表示されます 。

2. CHANGE （変更） を選択してから  Enter を押します。 SELECT JOB TO 
CHANGE （変更するジ ョブの選択） 画面が表示されます （図 5-21）。

図 5-21 ： 変更するジ ョブの選択画面

3. 矢印ボタンを使ってジ ョブを選んで、 Enter ボタンでジ ョ ブを選択しま

す。 ジ ョ ブを選択したら、 SELECT JOB OPTION （ジ ョ ブオプシ ョ ンの選

択） 画面が表示されます （図 5-22）。

図 5-22 ： ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面

4. 上／下矢印ボタンを押してジ ョブをハイライ ト し、 Enter ボタンで選択し

ます。 利用可能なジ ョブパラ メータを以下に説明します。
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 5.4.1. JOB NAME （ジ ョ ブ名）

ジ ョブが作成されたら、 このオプシ ョ ンを使ってジ ョ ブ名を変更できます。
ジ ョブ名の変更手順は、 「新しいジ ョ ブを追加する」 （64 ページ） で説明され
ている手順と同じです。

 5.4.2. ACTIVATION MODE （アクテ ィベーシ ョ ンモード）

ジ ョブパラメータは、 取り出しセクシ ョ ンでの封筒のスキャン方法を決定し
ます。 特定のモードの基準を満たしていれば、 封筒は空と判定されて検証装
置に移動します。

アクテ ィベーシ ョ ンモードを変更するには、 矢印ボタンを使って SELECT JOB 
OPTION （ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択） メニューで ACTIVATION MODE （アク
テ ィベーシ ョ ンモード） を選択してから、 Enter を押します。 SELECT 
ACTIVATION （アクテ ィベーシ ョ ンの選択） メニューが表示され、 現在有効な
アクテ ィベーシ ョ ンの選択肢がハイライ ト されます （図 5-23）。 

図 5-23 ： アクテ ィベーシ ョ ンの選択画面

CONTENT （コンテンツ） および DIFFERENTIAL （差分） モードでは、 セン
サーを使って封筒が空かどうかを確認します。 

アクテ ィベーシ ョ ンモードには、 以下があります。

• コンテンツモード  - コンテンツアクテ ィベーシ ョ ンが選択されると、 封筒

は中身が完全に空になるまで取り出し領域から離れません。 このモードは
ジ ョブでの封筒の大半が一定の厚みを持つ時に便利です。 コンテンツアク
テ ィベーシ ョ ンを選択する際は、 取り出し停止位置を若干変更しても、 印
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刷領域があふれたり、 変動したりすることによって取り出しセンサーが反
応する原因となっていないことを確認して ください （図 5-24）。

図 5-24 ： コンテンツモード画面

コンテンツアクテ ィベーシ ョ ンモードを使うジ ョ ブが開始されたら、 最初
の封筒は取り出し領域で停止し、 サイクル灯が点灯します。 すべての中身
が取り出された後、 オペレータはサイクルボタンを押して、 封筒が空であ
るという信号をシステムに伝達します。 次に、 装置はサンプルの空の封筒
の厚みを読み取ります。

• 差分モード  - 差分アクティベーシ ョ ンでは、 封筒の厚みが変化し、 少な く

とも紙 1 枚が取り出されたことが検知されると、 封筒が取り出し領域から

移動します。 このモードは、 さまざまな種類の封筒を処理するのに便利
で、 停止距離の変更や封筒の印刷に関連する問題を軽減します。 ただし、
コンテンツアクテ ィベーシ ョ ンで利用可能な、 空の封筒を検出する機能は
利用できな く なります （図 5-25）。

図 5-25 ： 差分アクテ ィベーシ ョ ンモード画面

特定の封筒で厚みの変化の検出のみが要求される場合、 参照する封筒は不
要です。 差分アクテ ィベーシ ョ ンの感度を調節するには、 DIFFERENTIAL 
MODE VOLTAGE CHANGE （差分モードのボルトを変更） ジ ョブパラメー

タの値を変更します。

• 取り出しモード  - 取り出しアクテ ィベーシ ョ ンを有効にすると、 空の封筒

を検出するために、 取り出し領域の前にある取り出しセンサーが使用され
ます。 通常、 オペレータは中身をすべて取り出してから、 取り出しセン
サー上のコンテンツを除去します。 取り出しアクテ ィベーシ ョ ンは、 特定
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のジ ョブの封筒のプロファイルにより、 コンテンツまたは差分のアクティ
ベーシ ョ ンが効果的に利用できない場合に使用します。

備考 ： 取り出しモードは自動的に開始されるため、 専用画面はありま
せん。

• タイムアウトモード  - このモードでは、 封筒は TIME MODE CYCLE TIME 
（時間モードサイクル時間） （図 5-26） と同期間に取り出し領域で開封さ

れ、 中身を取り出されてから検証装置に移動します。 その後、 次の封筒が
取り出し領域に送られます。

図 5-26 ： タイムアウトアクテ ィベーシ ョ ンモード画面

 5.4.3. 取り出し位置

SELECT JOB OPTION （ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択） 画面で、 矢印ボタンを使っ
て EXTRACT POSITION （取り出し位置） をハイライ ト してから  Enter を押し
ます。 EXTRACT POSITION （取り出し位置） 画面が表示されます （図 5-27）。

図 5-27 ： 取り出し位置 （ジ ョ ブパラ メータ） 画面

DISTANCE （距離） - この設定は、 取り出し領域の封筒の停止位置 （取り出し
カップの中心にある最先端） を相殺するために使用されます。 左右の矢印を
使ってカーソルを 6.35mm 増分 （増分幅は 0 ～ 24.765 cm） して、 停止位置
を相殺します。 たとえば、 このパラメータを 4 に設定すると、 封筒の最先端
は取り出しカップの中心から 10.16cm （4 インチ） の場所で停止します。
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CENTERED （中心） - この設定では、 封筒の幅は Model 72 を移動しながら測
定されるため、 封筒が取り出し装置に到達すると、 取り出しカップの間に自
動的に中心揃えされます。

 5.4.4. 郵便物高さのオプシ ョ ン

このジ ョブパラ メータは、 封筒を処理中に郵便の高さが固定または可変かを
設定します （図 5-28）。 

図 5-28 ： 郵便物高さのオプシ ョ ン画面

右または左の矢印を使って FIXED HEIGHT （高さ固定）、 VARYING HEIGHT 
（高さ可変）、 または HYBRID （ハイブリ ッ ド） を選択してから、 Enter を押し
て変更を保存します。

どのタイプの封筒でも、 Model 72 がどちらのモードで稼動しているのかを確
認して ください。 ただし、 このパラメータを設定すると、 性能が大幅に向上
します。 たとえば、 均一の郵便が高さ可変モードで処理されていると、 それ
ぞれの封筒が移動する前にシャ トルがホーム （移動の中心） に移動してから、
上下に移動しながら封筒の高さを調節します。 シャ トルは同じ位置に留まっ
ているので、 この動作を繰り返す必要はありません。 

一方、 可変長の郵便を固定長モードで実行すると、 シャ トルは郵便が到達す
るまで位置を調節しません。 郵便が到達すると、 上方、 下方、 正位置の各セ
ンサーで調節を行いますが、 サイクル時間が長く なります。

ハイブリ ッ ドモードでは、 シャ トルは高さ可変モードのように迅速に移動し
ますが、 高さ固定モードのように必要なときだけシャ トルが下に移動します。
なお、 下降動作は SHUTTLE PC （シャ トル PC） センサーが遮断されるとす
ぐに行われ、 シャ トル解決時刻マシンパラメータを待つことはありません。
このモードは、 C5 サイズのような大型の封筒を扱うために作成されました。
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 5.4.5. VERIFIER OPTION （検証装置オプシ ョ ン）

VERIFIER OPTION （検証装置オプシ ョ ン） 画面 （図 5-29） には 3 つのモード
があります。
 

図 5-29 ： 検証装置オプシ ョ ン画面

矢印を使って検証装置を設定してから、 Enter を押して設定値を保存します。

• VERIFIER OFF （検証装置オフ） : このモードでは、 封筒の確認は行われま

せん。 この設定は、 封筒の厚みに大幅なばらつきがあるジ ョブに適してい
ます。

• USE FIRST ENVELOPE AS REFERENCE （最初の封筒を参照封筒として使

用） ： この設定では、 最初の封筒が残りの封筒の基準を設定します。

• USE 16 ENVELOPE AVERAGE AS REFERENCE （16 枚の封筒の平均を参照封

筒として使用） : この機能では、 これまでの 16 枚の封筒の流動的な平均を

参照封筒として使用します。 このモードは、 封筒の厚みにそれほど差がな
いジ ョブに適しています。

検証装置ボルテージ変更

このパラメータでは、 検証装置が空の封筒を検知する方法を 「微調整」 でき
ます。 検証装置の最適な設定を行うには、 画面上の説明に従って ください 
（図 5-30）。

図 5-30 ： 検証装置の電圧変更画面
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 5.4.6. GRAPH REFERENCE （グラフ参照）

実行モード中、 オペレータのパフォーマンスを示すグラフが表示されます 
（図 5-31）。
 

図 5-31 ： グラフ参照画面

平均レート、 または目標レート を示す平行線も表示されます。 グラフには、
1000 枚、 2000 枚、 3000 枚、 4000 枚の封筒カウン トが示されます。 その間
の 100 枚単位はド ッ トで表現されます。 目標レート を設定するには、 左右の
矢印でカーソルを移動して、 Enter を押します。 値は 100 単位で変更されま
す。 図 5-31 では、 1 時間あたりの目標レートが 700 と表示されています。
Cancel を押して、 この画面を終了します。

 5.4.7. TRANSPORT HEIGHT （ ト ランスポート高さ）

このジ ョブパラ メータは、 メイン ト ランスポートの高さの設定に使用します 
（図 5-32）。 

図 5-32 ： ト ランスポート高さ画面

ト ランスポートの高さは、 スケール上で 1 （丈が短い郵便） から  10 （丈が長
い郵便） まで設定できます。 ト ランスポートの高さを調節するには、 左右の
矢印でカーソルを移動し、 Enter を押します。

ト ランスポート高さの目盛りは 1 ～ 10 で、 88.9 mm （3.5”） から  161.925 mm 
（6.375”） までの 7.3025 mm （0.2875”） 刻みです。

• インチ単位 ： （6.375-3.5） /10= 0.2875

• ミ リ メートル単位 ： （161.925-88.9） /10= 7.3025
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 5.4.8. CUP OPEN AMOUNT （カ ップ開口量）

このパラメータは、 取り出しカップが封筒を開く幅を決定します （図 5-33）。

図 5-33 ： カ ップ開口量画面

実際の開口サイズは、 Extract Cup Max Open Delay （取り出しカップ最大開
口遅延） マシンパラメータの設定によって異なります。 カップ開口量を調節
するには、 左右の矢印でカーソルを 1 （開口小） ～ 10 （開口大） の間を移動
させて、 Enter を押します。

 5.4.9. SIDE/TOP CUT OPTION （サイ ド / 上部切り込みオ

プシ ョ ン）

これらのジ ョブパラ メータは、 切り込みを設定する場所を特定します 
（図 5-34）。 

図 5-34 ： 切り込みオプシ ョ ン画面

これは、 カッ ターを正確に調節するものではな く、 オペレータにカッ ターの
推奨設定を通知するものです。 適切な切り込みの深さを設定するのは、 オペ
レータの責任です。 推奨の切り込み量を調節するには、 左右の矢印でカーソ
ルを移動し、 Enter を押します。
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 5.4.10. 全てのジ ョブまたは個別のジ ョブのパラメータ
を印刷する

1 つのジ ョブまたは全てのジ ョブについて、 ジ ョブ情報を印刷できます。
プリン トアウトには、 ジ ョ ブ名や全てのジ ョブパラ メータが含まれます 
（図 5-35）。 

図 5-35 ： ジ ョ ブ情報のプリン トアウト例

レポート をプリン トアウトするには、 管理者としてログインする必要があり
ます。 印刷の選択肢は CHANGE JOB LIST （ジ ョ ブリス トの変更） 画面から選
択できます （図 5-36）。

図 5-36 ： ジ ョ ブリス トの変更画面

備考 ： 特定のジ ョブに関する情報を印刷する場合は、 ジ ョブを選択する画面
が表示されます。

OPEX         MODEL 72

JOB PARAMETERS

PRINTED:    JUNE  14,  2021     1:07 P M

PARAMETER DESCRIPTION

JOB NAME.....................................
ACTIVATION MODE.......................
EXTRACT POSITION.....................
MAIL HEIGHT OPTION..................
VERIFIER OPTION........................
GRAPH REFERENCE.....................

VALUE

VISA
CONTENT 240V
CENTERED
VARYING HEIGHT
16 ENVEL AVG 200v
1000

個々の

ジョブと印刷に関連す

る全パラメータを
全ジョブの 
完全なリストを

印刷する 選択する 
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 5.5. パスワードオプシ ョ ン

SUPERVISOR （管理者） メインメニューで PASSWORD OPTIONS （パスワード
オプシ ョ ン） を選択すると、 GENERAL OPTIONS （一般オプシ ョ ン） 画面が表
示されます （図 5-37）。

図 5-37 ： 一般オプシ ョ ン画面

オペレータと管理者のパスワードは、 この画面から有効または無効にできま
す。 初期設定では、 パスワードは有効になっています （ALLOW OPERATOR 
PASSWORDS （オペレータパスワードを許可する））。 これは、 パスワードが
すでに存在する場合、 オペレータまたは管理者にパスワードの入力が求めら
れることを意味します。

オペレータや管理者にパスワードの入力が求められないようにするには

1. SUPERVISOR （管理者） メインメニューで PASSWORD OPTIONS （パス
ワードオプシ ョ ン） を選択します。

2. 左 / 右の矢印を使って OPERATOR PASSWORDS （オペレータパスワード） 
を選択し、 Enter を押します。 OPERATOR PASSWORDS （オペレータパス
ワード） 画面が表示されます （図 5-38）。

図 5-38 ： オペレータパスワード画面

3. 左／右矢印を使って DO NOT ALLOW OPERATOR PASSWORDS （オペレー
タパスワードを許可しない） を選択し、 Enter を押します。

これを選択すると

これが表示される
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 5.6. 管理者の統計情報

管理者は全てのオペレータの統計情報を表示できます。

1. 管理者としてログインします。 SUPERVISOR （管理者） メインメニューが

表示されます （図 5-39）。

図 5-39 ： 管理者メインメニュー

2. 矢印ボタンを使って STATISTICS MENU （統計情報メニュー） をハイライ

ト して、 Enter を押します。 STATISTICS （統計情報） メニューが表示され

ます （図 5-40）。

図 5-40 ： 統計情報メニュー （管理者）

管理者の STATISTICS （管理者統計） メニューで追加情報の表示と編集が

できます。
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 5.6.1. データの表示

この画面で全ての、 もし くは特定のオペレータに関する統計データを表示
できます。

1. 管理者の STATISTICS （統計情報） メニューで、 DISPLAY DATA （データの

表示） を選択して Enter を押します。 DISPLAY STATISTICS （統計情報の

表示） 画面が表示されます （図 5-41）。

図 5-41 ： 統計情報の表示管理者メニュー

統計情報の表示では、 以下を利用できます。

- DETAILS REPORT （詳細レポート） - ジ ョブとオペレータごとに並び替

えられた統計情報が表示されます。

- JOB REPORT （ジ ョ ブレポート） - 各ジョブの統計情報が表示されます。

- INDIVIDUAL RUN （個別の実行） - 各ジ ョブ実行の個別統計情報が表示

されます。

- SUMMARY REPORT （概要レポート） - 全てのジョブの統計情報が表示

されます。

- OPERATOR REPORT （オペレータレポート） - 各オペレータの統計情報

が表示されます。

- SET TIME RANGE （時間範囲の設定） - 表示したい統計情報の時間範囲

を指定します。

左 / 右の矢印ボタンを使って表示可能なレポート を順に表示します。

 5.6.2. グラフ参照

グラフ参照画面を使用して、 Model 72 が稼働中に表示されるグラフの外観を
変更できます。 ここでは、 オペレータに期待される目標レート を選択します。
参照データは、 実行画面上のグラフを通じて水平線として表示されます。
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1. 管理者統計情報メニューで、 GRAPH REFERENCE （グラフ参照） を選択し

て Enter を押します。 GRAPH REFERENCE （グラフ参照） 画面が表示され

ます （図 5-42）。 

図 5-42 ： グラフ参照画面

2. GRAPH REFERENCE （グラフ参照） 画面では、 左 / 右の矢印キーで位置を選

択します。 カーソルを右に 1 ド ッ ト移動すると、 1 時間に 100 通の封筒が

増えることを意味します。 目標レート を設定したら、 Enter を押します。

備考 ： このパラメータの詳細については、 73 ページ を参照して ください。

 5.6.3. 時計の調整

この機能を使って、 Model 72 の時計を調整します。

1. 管理者の STATISTICS （統計情報） メニューで UPDATE CLOCK （時計の調

整） を選択して、 Enter を押します。 UPDATE CLOCK （時計の調整） 画面

が表示されます （図 5-43）。

図 5-43 ： 時計の調整画面

2. 左 / 右の矢印ボタンを使って、 時計の設定を 1 つ選択します （例、 曜日、

月、 日付、 年、 時間、 分、 午前 / 午後）。

3. 上 / 下の矢印ボタンを使って時計を設定します。

4. 時計を設定したら、 Enter を押します。
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 5.6.4. グラフの表示

このオプシ ョ ンを選択すると、 作業の生産性を示すグラフが表示されます 
（図 5-44）。

図 5-44 ： グラフの表示画面 （例）

ジ ョ ブとオペレーターの組み合わせごとに枚数と実行時間を記録するほか、
毎分の実行枚数を蓄積します。 これが、 実行時レートのグラフを描画するた
めのデータとなります。 これを選択すると、 画面上部に 2 本の時間軸が、 画
面下部にグラフが表示されます。

グラフデータとして、 Model 72 が実行された過去 2 日間のデータが保存され
ます。 これらの日付は、 2 つの時間軸の左側に表示されます。 たとえば、 現
在の日付が 2021 年 5 月 25 日で郵便物が処理されておらず、 Model 72 の最
終実行日が 2021 年 5 月 21 日と  2021 年 5 月 24 日の場合、 画面の 1 行目に
は 05/21/21、 2 行目には 05/24/21 と表示されます。 現在の日付に郵便物が処
理された場合、 1 行目には 05/24/21、 2 行目には 05/25/21 と表示されます。

表示された各日付の隣には、 図 5-44 に示すように、 午前 12 時から午後 11 時
までの 24 時間の時間軸が表示されます。 3 時間ごとに縦に表示され （午前 12 
時、 午前 3 時、 午前 6 時、 午前 9 時、 午後 12 時、 午後 3 時など）、 1 つのド ッ
トがその間の時間を表します。 カーソルの範囲は 3 時間で、 カーソルを移動し
て、 表示された日付の任意の 3 時間ブロックを選択できます。 たとえば 図 5-
44 で、 2021 年 5 月 24 日、 午前 9 時から午前 11 時までの実行時グラフを表示
するには、 2 行目にカーソルを移動し、 最初の 9 （午前 9 時） と続く  2 つの
ド ッ ト をハイライ ト します。 次に Enter キーを押して表示を更新します。
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 5.6.5. データのリセッ ト

管理者の STATISTICS （統計情報） メニューで RESET DATA （データのリセッ
ト） を選択すると、 すべての統計情報が消去されます。 この項目が選択され
た場合、 最初に警告画面が表示されます （図 5-45）。

図 5-45 ： データのリセッ ト警告画面

1. いずれかのキーを押すと、 すべての統計情報データが消去され、 リセッ ト

されます。

 5.6.6. データの印刷

管理者の STATISTICS （統計情報） メニューで PRINT DATA （データの印刷） 
を選択すると、 PRINT STATISTICS （統計情報の印刷） ウィンドウが開いて、
次のオプシ ョ ンが選択できるようになります。

• DETAILS REPORT （詳細レポート） - 詳細統計情報レポート を印刷します。

• SUMMARY REPORT （概要レポート） - 概要統計情報レポートを印刷します。

• JOB REPORT （ジ ョ ブレポート） - ジ ョブ統計情報レポート を印刷します。

• OPERATOR REPORT （オペレータレポート） - オペレータ統計情報レポー

ト を印刷します。

• PAPER FEED （給紙） - 用紙をプリンタに給紙します。

• SET TIME RANGE （時間範囲の設定） - 印刷するレポートの時間範囲を選択

します。
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 6.1. LCD コン ト ラス ト を調整する

LCD のコン ト ラス トは、 オペレータの好みに合わせて調節できます。

1. キーパッ ドの Stop ボタンを押して、 LCD をオフにします。

2. 左 ボタンを押します。 「強度の調整」 画面が表示されます （図 6-1）。

図 6-1 ： 強度の調整画面

3. 上 / 下 のボタンを使って、 好みに合わせて画面表示の明暗を調整します。

画面の右下の数値は、 表示設定を表します。 数値は 0 （最も明るい） から  
255 （最も暗い） まで設定できます。

4. オペレータの好みのコン ト ラス ト レベルに設定したら、 Cancel ボタンを

押して 「強度調整」 画面を終了します。
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 6.2. デスクの高さを調整する  （有効な場合）

Model 72 のデスクアセンブリには、 オプシ ョ ンの電動昇
降システムが搭載可能です。 このシステムにより、 作業面
の高さを調節して作業のしやすさや快適性を向上させるこ
とができます。 Model 72 が稼働中、 またはインターロッ
クが作動中の場合は、 高さ調節機能が無効となります。

備考 ： 電動昇降システムが搭載されていない Model 72 には、 右側に重量運搬

用車輪が、 左側には通常の脚部が取り付けられています。

デスクの昇降

この機能は、 電動昇降システムが搭載され、 有効になっている Model 72 のみ
利用できます。

1. LIFT SYSTEM （昇降システム） マシンパラメータが有効になると、 ログイ

ン、 実行、 実行前の各画面で、 作業面の昇降が可能であることを示す矢印
が表示されます （図 6-2 を参照）。 

図 6-2 ： 昇降システムが有効

備考 ： 昇降システムマシンパラメータが有効でないと、 ログイン、 実行、
事前実行の各画面では矢印は表示されません。

2. LCD 画面で矢印が表示された後、 キーパッ ドの上および下ボタンを使っ

てテーブルの高さを調節できます。 上または下ボタンを押し続けます。 両
方の矢印が一瞬点滅し、 警告のビープ音が聞こえます。 ボタンを間違って
押してしまった場合、 一瞬の遅延と警告音により、 テーブルの高さが変更
されるのを防ぎます。

備考 ： インターロックがかかっていると、 昇降システムは機能しません。
ログイン画面の機能モニターとレポートにより、 昇降システムを使うオペ
レータに対してインターロックが解除されます。

車椅子でも
利用可

昇降システムが有
効になると矢印
が表示される
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3. テーブルが動いているときは、 一瞬遅延が生じた後、 個々の画面の上また

は下矢印が光ります （図 6-3 を参照）。

図 6-3 ： 稼働中の昇降システム （上昇中）

上 / 下ボタンは、 離すことでテーブルの移動が止まります。 また、 移動限

界に達するか、 調節不能なタイムリ ミ ッ ト  （タイムアウト） を超えた場合

にも移動が止まります。
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 6.3. 定期保守

Model 72 を清潔に保ち、 適切に稼働できる状態を維持することは重要です。
そうすることで、 Model 72 の全体的な寿命を延ばし、 稼働可能時間を長くす
ることができます。 日々の掃除作業を怠った場合、 サービス契約が無効にな
る場合があります。 従って、 次のメンテナンス作業を少な く とも  1 日に 1 回
行う ことが極めて重要です。

• Model 72 の外部表面の埃を払い、 掃除機で吸い込みます。

汚れやゴミが溜まるとセンサーが覆われて効果的に作動しな く なり、 性能
を発揮できな く なります。 市販の非引火性洗浄液を用いて、 デッキや側面
を洗浄することもできます。 Model 72 を掃除する際、 多くの製品は可燃

性の性質があるためエアゾールクリーナーや圧縮空気は決して使わないで
ください。 Model 72 を操作する前にエアゾールクリーナーを使用した場

合、 誤作動や怪我の発生につながる危険があります。

• カッ ターから破片や紙詰まりを慎重に取り除く前に、 Model 72 の電源を

抜いて ください。

• Model 72 のすべてのレセプタクルを空にして ください。

• ガラスやプラスチックの表面を掃除するには、 Fantastic™ や Formula 
409™ のような洗剤クリーナーを使用して ください。 コンポーネン トの劣

化を引き起こさないため、 洗剤クリーナーが推奨されます。

警告

洗剤や同様の液体に浸した布を使って、 ベルトやローラーなどの可動部品を
清掃することは絶対に避けて ください。 布や類似する物を可動部分に使用し
た場合、 怪我をする可能性があります。 ベルトや滑車などの部品の掃除は、
装置が静止している間に行って ください。
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 6.4. カッ ターのゴミ箱を空にする

オプシ ョ ンのスライスカッ ターが取り付けられている場合、 Model 72 が稼働
中に、 カッ ターチップがオペレータの足元にあるゴミ箱に直接溜まります。

ミ リングカッ ターが取り付けられている場合は、 オペレータの足元にゴミ箱
を設置する必要はありません。 サイ ドカッ ター （およびミルカッ ター） の
チップは、 オペレータの右側、 ドアの内側にあるゴミ箱に集められます
（図 6-4 を参照） このゴミ箱を定期的に確認し、 空にして ください。 ゴ ミ箱が
空にされない場合、 カッ ターのメカニズムに向かってチップが山状に溜まり、
チップがゴミ箱まで落下しな く なります。 これにより、 カッ ター自体が詰ま
る可能性があります。

このような場合は、 ゴミ箱を空にして ください。 カッ ターに破片が残らない
ように、 鉛筆などの道具を使って、 カッ ターの近くの部品の間に溜まった破
片を取り除いて ください。

図 6-4 ： キャビネッ ト内のゴミ箱の位置
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 6.5. フ ィーダベルトの交換

フ ィーダベルトは、 オペレータによる交換が可能です。 ベルトが擦り切れた、
ひび割れが入っている、 または劣化している場合は交換が必要です。

1. カバーを持ち上げて Model 72 から外し、 フ ィーダエリアからカバーを慎

重に取り外します （図 6-5）。

図 6-5 ： フロン ト カバー

2. フ ィードガイ ドにある蝶ネジをゆるめ、 ベルトアクセサリからガイ ドを遠

ざけます （図 6-6 を参照）。

図 6-6 ： フ ィーダベルトの交換

フィーダカバー

蝶ネジを緩める

ベルトからガイドを遠ざける

フィードベル

フィーダアクセサリフィードガイド
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3. フ ィーダアクセサリから  3 本のベルト を外します。

4. 古いベルト と同じ場所に、 新しいベルト  （部品番号 ： 7333934） を 3 本取

り付けます。

5. ガイドを元の位置に戻してから、 蝶ネジを締めます。

6. フロン ト カバーを取り付ける際に、 カバーと  3 本のネジが適切に調節され

ていることを確認します （ 図 6-7 を参照）。 

図 6-7 ： フ ィーダカバーを再度取り付ける

カバーと 3 本のネジを合わせる
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 6.6. リ タード タイヤの交換

1. （「フ ィーダベルトの交換」 （89 ページ） で説明した方法で） フ ィーダカ

バーを取り外します。

2. ヒンジ付きのカバーを持ち上げて、 リ タード タイヤを点検します。 リ ター

ドが擦り切れた、 ひび割れが入っている、 または劣化している場合は交換
が必要です （図 6-8）。

図 6-8 ： リ タード タイヤの交換

3. 摩擦フ ィーダに強く押し付けないように、 ローラーを若干押します。

4. ゴム製タイヤをローラーから引き離します。

5. タイヤを点検し、 必要に応じてタイヤ （部品番号 ： 7226500） を交換し

ます。

6. ヒンジ付きカバーを下げます。

7. （「フ ィーダベルトの交換」 （89 ページ） で説明した方法で） フ ィーダカ

バーを再度取り付けます。

リタードクラッチローラーを

ヒンジ付きカバー

リタードタイヤ

矢印の方向に押してタイヤを交換する
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 7.1. センサー

Model 72 では、 さまざまな目的のためにセンサーが使用されます。 これに
は、 封筒が Model 72 を通過する際の追跡、 封筒の高さと幅の測定、 封筒の内
容物の検出、 封筒から内容物が取り出されたかどうかの確認、 昇降システム
の最小および最大高さの設定などが含まれます （図 7-1）。

図 7-1 ： センサーの位置
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 7.2. エラーメ ッセージ

オペレータがジ ョブを中止した以外の理由で Model 72 が停止した場合は、
LCD にエラーメ ッセージが表示されます。 エラーメ ッセージには番号が付け
られています。 番号を控え、 下の表からエラー番号を参照して ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明

1

PLEASE CHECK THE MAIL CONVEYOR （郵便物コンベヤーを確認し
て ください）

このエラーは通常、 フ ィーダが空のため、 郵便物がフ ィードステージセンサー
に到達するまでに時間がかかりすぎる場合に生じます。

解決策 ：郵便をコンベヤーに置きます。

2

THE FEEDER IS JAMMED （フ ィーダに紙が詰まりました）

フ ィーダがー既に設定したフ ィードステージセンサーからフ ィード終了セン
サーに 2.5 秒以内に移動できない場合、 このエラーが表示されます。

このエラーの考えられる原因には、 紙詰まり、 フ ィードモーターが稼働しな
い、 フ ィード クラ ッチが作動しない、 フ ィードステージセンサーとフ ィード終
了センサー間のニップローラーが回転しないなどがあります。 紙詰まりを解消
して ください。 見えない場所に紙が詰まっている場合は、 修理を依頼して くだ
さい。

3

PLEASE CLEAR THE FEED TRAY （フ ィード ト レイを空にして くだ
さい）

フェンスを下げてから所定の時間内に、 フ ィード ト レイを空にする必要があり
ます。 フ ィードセンサーがこの時間内に空にされない場合、 封筒がフ ィード ト
レイに溜まり、 紙詰まりが発生します。

解決策 ：貯まった封筒を片付けてから、 センサーが反応する原因となっている
紙チップがないかどうか確認して ください。

4

MISSING ENVELOPE AT SHUTTLE （シャ トルで封筒が見つかりま
せん）

フ ィード ト レイからシャ トルに移動する封筒は、 フェンスを下げてから所定時
間内にシャ トルセンサーに到達しなければなりません。 到達しなければ、 この
メ ッセージが表示されます。 紙が詰まってないかどうか確認して ください。
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5

ENVELOPE STUCK IN SHUTTLE （シャ トルに封筒が溜まっています）

ト ランスポートのモーターが回転を完了すると、 シャ トルにある封筒はト ップ
カッ ターに転送されているように設計されています。 シャ トルが完全に回転し
た後もシャ トルセンサーが反応する場合、 このメ ッセージが表示されます。 こ
のエラーは、 クリートが封筒を ト ップカッ ターに押し付けているのではな く、
封筒の下で稼動しているために生じます。 また、 サイドカッ ターのチップが
シャッ ターセンサーの上に横たわっている場合も生じます。

溜まった封筒を取り除いて ください。

6

COULD NOT JUSTIFY ENVELOPE （封筒を揃えられませんでした）

シャ トルでは、 封筒の高さを揃える作業を所定時間内に完了する必要がありま
す。 揃えられない場合は、 このエラーメ ッセージが表示されます。 このエラー
は、 封筒の高さがありすぎて揃えられない場合に生じます。 封筒を取り除いて
ください。

7

MISSING ENVELOPE AT TOP CUTTER （ ト ップカッ ターで封筒が見
つかりません）

封筒がシャ トルから ト ップカッ ターに移動し、 所定時間内に封筒の先端が感知
されない場合に、 このエラーメ ッセージが表示されます。 このエラーは、 ク
リートが封筒を ト ップカッ ターに押し付けているのではな く、 封筒の下で稼動
しているために生じます。 封筒を取り除いて ください。

8

PLEASE CLEAR THE TOP CUTTER （ ト ップカッ ターを空にして くだ
さい）

封筒の先端が感知された後に、 所定時間内に後端が感知されない場合に、 この
メ ッセージが表示されます。 このエラーは、 ト ップカッ ターで封筒が溜まって
いるときに生じます。 封筒を取り除いて ください。

9

MISSING ENVELOPE AT EXTRACT ENTRY （取り出し口で封筒が見つ
かりません）

封筒の先端が所定の時間内に取り出し口センサーにより感知されない場合、 封
筒が停止し、 このエラーメ ッセージが表示されます。 封筒を取り除いて くださ
い。

10

PLEASE CLEAR THE EXTRACT ENTRY （取り出し口を空にして くだ
さい）

封筒の後端が所定の時間内に感知されない場合、 封筒が停止し、 このエラー
メ ッセージが表示されます。 封筒を取り除いて ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
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11

MISSING ENVELOPE AT EXTRACT （取り出し口で封筒が見つかりま
せん）

封筒が取り出し口で停止し、 カップが開いたら、 （少な く とも  2 枚の用紙によ
り） 取り出しセンサーが反応する必要があります。 このセンサーが反応しない
場合、 封筒はト ップカッ ターと取り出し機の間に挟まれている可能性がありま
す。 このエラーメ ッセージが表示されるのは、 このためです。 封筒を取り除い
て ください。

12
PLEASE CLEAR THE EXTRACT （取り出し口を空にして ください）

このメ ッセージは現在使用されていません。

13

THE EXTRACT CUPS ARE STUCK （取り出しカップが動きません）

取り出しカップは、 所定の時間内に全サイクルを完了する必要があります。 そ
うでない場合は、 このエラーメ ッセージが表示されます。 このエラーは、 モー
ターに異常がある、 モーターが接続されていない、 機構が動かない、 または取
り出し口センサーが故障している場合に表示されます。

修理を依頼して ください。

14

EARLY REMOVAL OF CONTENT AT EXTRACT （取り出し口で中身を
早期に除去）

封筒が取り出し口で停止し、 カップが開いたら、 （少な く とも  2 枚の用紙によ
り） 取り出しセンサーが反応する必要があります。 封筒が中身をスキャンする
ときに取り出しセンサーが反応しない場合、 封筒は本来よりも早く取り除かれ
てしまいます。 このエラーメ ッセージが表示されるのは、 このためです。

確認し、 動作を再開して ください。

15

POSSIBLE DROPPED ENV. -- CHECK TRASH! （封筒が落ちた可能性が
あります -- ゴミ箱を確認して ください！）

このエラーは、 封筒がゴミ箱に早めに落ちるのを防ぐことを意図しています。
封筒の後端が検証装置口センサーを通過した後、 ベルトが所定の時間内に止ま
らない場合、 封筒がゴミ箱に落ちる可能性があります。 検証装置が停止して、
封筒が廃棄センサーで検出されないと、 移動が停止し、 このメ ッセージが表示
されます。

確認し、 動作を再開して ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
トラブルシューティング 97
Model 72™ オペレータマニュアル

OPEX Corporation
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PLEASE CLEAR THE VERIFIER AREA （検証装置領域を清掃して くだ
さい）

このエラーは、 診断ベルトの速度試験中において、 封筒が検証装置口センサー
をクリアするのに時間がかかり過ぎる場合にのみに表示されます。

17
SOFTWARE ERROR （ソフ トウェアエラー）

ソフ トウェアにエラーの可能性があります。 このエラーメ ッセージが表示され
たら、 修理を依頼して ください。

18

CANNOT JUSTIFY MAIL CONVEYOR （郵便物コンベヤーを揃えられ
ません）

郵便物コンベヤーが開始後 30 秒以内に郵便の抑えつけを止められない場合、
このエラーメ ッセージが表示されます。 このエラーは、 コンベヤー位置セン
サーの故障、 コンベヤーモーターの動作不良、 または郵便プッシャーがコンベ
ヤーで静止しない場合に生じます。

郵便がコンベヤーで正し く設定されているか、 プッシャーが正しい位置にある
かどうか確認して ください。 確認後もこのエラーが持続する場合は、 修理を依
頼して ください。

19
REMOVE ENVELOPE - CHECK FOR CONTENTS （封筒を取り除いて く
ださい－中身を確認）

このメ ッセージは現在使用されていません。

20

PLEASE CHECK THE FEED TRAY （フ ィード ト レイを確認して くださ
い）

フ ィーダが 1 周した後、 フ ィード ト レイセンサーが監視されます。 このセン
サーが反応した場合、 封筒が到達したとみなされ、 その後封筒は所定の時間内
に排出されます。 この後即座に、 フ ィード ト レイセンサーを再度検査します。
このセンサーが反応しない場合、 封筒は行方不明になっています。 このエラー
は、 フ ィーダにある封筒が斜めに置かれているため発生します。 また、 フェン
スが下降位置にあり、 供給された封筒が直ちにシャ トルまで滑り落ちた場合に
も発生します。

フ ィード ト レイの封筒を取り除いて ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
98 トラブルシューティング

Model 72™ オペレータマニュアル
OPEX Corporation
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THE CLEAT IS STUCK （ク リートが動きません）

クリートのモーターは、 所定時間内に 1 回転する必要があります。 回転でき
ない場合は、 このエラーメ ッセージが表示されます。 このエラーは、 ベルトの
動きが妨害された、 またはクリートのホームセンサーが誤作動したことが原因
で発生します。

フ ィード ト レイに溜まっている物体があるかどうか確認し、 必要に応じて除去
します。

22

THE SHUTTLE IS STUCK （シャ トルが動きません）

シャ トルは、 所定の時間内に （どの位置からも） ホームポジシ ョ ンに戻る必要
があります。 戻らない場合は、 このエラーメ ッセージが表示されます。 このエ
ラーは、 シャ トルが動かない、 シャ トルモーターが誤配線されている、 または
シャ トルホームセンサーが誤作動していることが原因で発生します。

フ ィード ト レイに溜まっている物体があるかどうか確認し、 必要に応じて除去
します。

23

TRANSPORT HEIGHT ADJUST TIMEOUT （ ト ランスポート高の調節
がタイムアウトになります）

自動位置設定中、 ト ランスポートはまず完全に上昇してから、 必要な分下降し
ます。 最も高い位置から最も低い位置に移動するまでの、 名目上の所定時間が
決められています。 ト ランスポートは、 タイムアウト時間の 120% 以内に最
も高い位置に移動する必要があります。 この移動が行われない場合、 このエ
ラーメ ッセージが表示されます。 言い換えれば、 本来要する時間より  20% 長
いと、 タイムアウトが発生します。 このエラーの原因は、 1） タイ ミングエ
ラー、 または 2） ト ランスポートホームセンサーの誤作動です。 

修理を依頼して ください。

24

PLEASE EMPTY THE SIDE CUT TRASH （サイ ド切り込みのゴミ箱を
空にして ください）

サイドカッ ターのゴミ箱にあるチップバックアップセンサーが反応し、 その時
間内に処理された封筒の量が予め設定された量と同等かまたはそれを超えた場
合に、 このエラーが表示されます。 ゴミ箱を空にして ください。

25

INTERLOCK-1 IS OPEN （インターロック  1 が開いています）

フ ィーダのリ タードホイールの真上にあるヒンジ付きカバーが、 Model 72 の
稼働前または稼働中に開いていると、 このエラーが表示されます。

カバーを閉めて ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
トラブルシューティング 99
Model 72™ オペレータマニュアル

OPEX Corporation
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INTERLOCK-2 IS OPEN （インターロック  1 が開いています）

フ ィード ト レイの右にあるフ ィーダカバーが、 Model 72 の稼働前または稼働
中に外れていたり、 開いていたりすると、 このエラーが表示されます。

カバーを閉めて ください。

27

INTERLOCK-3 IS OPEN （インターロック  1 が開いています）

ト ップカッ ターカバーが、 Model 72 の稼働前または稼働中に開いていると、
このエラーが表示されます。

カバーを閉めて ください。

28
INTERLOCK-4 IS OPEN （インターロック  1 が開いています）

このメ ッセージは現在使用されていません。

29

OUTPUT FAULT （出力に失敗しました）

出力ボードが CD 出力における異常を検出した場合 （つまり DC モーターが所
要電圧以下で駆動している、 または出力ボードで許容されている最大電流を超
える負荷が流れている）、 このエラーが表示されます。

修理を依頼して ください。

30

FEED EXIT SENSOR BLOCKED TOO LONG （フ ィード出口センサーが
長時間に渡って反応しています）

封筒がフ ィード出口センサーを通過する時間が、 長さ  43.815cm の封筒が本来
通過する時間よりも長い場合、 このエラーが表示されます。 また、 ト ランス
ポートモーターが、 フ ィーダベルトで保持されている封筒を引っ張ることがで
きない場合も、 このエラーが表示されます。 このような場合、 ソフ トウェアが
モーターを稼動させよう と しても、 モーターは稼動しません。 ここでは、 機械
にプログラムされた時間値 （5 秒） が使用されます。

31

PIECE LENGTH FAILURE - CHECK FEED TRAY （封筒の長さが読み取
れませんでした。 フ ィード ト レイを確認して ください）

封筒がフ ィード出口センサーを通過する時間が、 長さ  12.7cm の封筒が本来通
過する時間よりも短い場合、 このエラーが表示されます。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
100 トラブルシューティング

Model 72™ オペレータマニュアル
OPEX Corporation
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COMM LAPSE DETECTED ON SMART DRIVER （スマート ド ライバで
通信の欠落が検出されました）

出力ボードが制御ボードからの通信を検出しなかった場合、 このエラーが表示
されます。

修理を依頼して ください。

33

PLEASE CLEAR THE SIDE CUTTER NIP （サイ ドカッ ターの小片を除
去して ください）

Model 72 の稼働開始時にサイド切り込み揃えセンサーが反応すると、 このエ
ラーが表示されます。

フ ィード ト レイエリアを片付けて ください。

34

PLEASE CLEAR UPPER JUSTIFIER SENSOR （上方揃えセンサーをク
リアして く ださい）

Model 72 の稼働開始時に上方揃えセンサーが反応すると、 このエラーが表示
されます。

フ ィード ト レイエリアを片付けて ください。

35

PLEASE CLEAR LOWER JUSTIFIER SENSOR （下方揃えセンサーをク
リアして く ださい）

Model 72 の稼働開始時に下方揃えセンサーが反応すると、 このエラーが表示
されます。

フ ィード ト レイエリアを片付けて ください。

36

FEED TRAY PIECE DETECTION TIMEOUT （フ ィード ト レイでの封筒
検出がタイムアウトになります）

フ ィード ト レイにある上方フ ィード と下方フ ィードの両センサーが、 タイムア
ウト期間終了時に反応が解除されていると、 このエラーが表示されます。

37

FEED TRAY PIECE JUSTIFICATION TIMEOUT （フ ィード ト レイでの
封筒揃えがタイムアウトになります）

フ ィード ト レイにある下方フ ィードのセンサーのみが、 タイムアウト期間終了
時に反応しな く なっている場合、 このエラーが表示されます。

38

FEED TRAY DETECTED MORE THAN ONE PIECE （フ ィード ト レイに
複数の封筒が存在します）

フ ィード ト レイに複数の封筒が存在すると、 このエラーが表示されます。

フ ィード ト レイエリアを片付けて ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
トラブルシューティング 101
Model 72™ オペレータマニュアル

OPEX Corporation
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COMM LAPSE DETECTED ON CONTROLLER （コン ト ローラで通信の
欠落が検出されました）

おそら くはコネクタの緩みによるケーブル欠陥により通信エラーが生じると、
このエラーが表示されます。

問題が解決しない場合は、 修理を依頼して ください。 

40

INVALID MACHINE STATE DETECTED （無効な装置の状態が検出さ
れました）

上位のスマート ド ライバ ソフ トウェアが、 コン ト ローラから無効状態を受領
すると、 このエラーが表示されます。

問題が解決しない場合は、 修理を依頼して ください。

41

COMM FAULT （通信エラー）

コン ト ローラからスマート ド ライバボードへのメ ッセージ送信が止まると、 こ
のエラーが表示されます。

問題が解決しない場合は、 修理を依頼して ください。

表 7-1: エラーメ ッセージ （続き）

エラー
番号

エラーメ ッセージと説明
102 トラブルシューティング

Model 72™ オペレータマニュアル
OPEX Corporation



OPEX Corporation 企業情報

OPEX Corporation は、 機械メーカーの枠組みを超えて、 お客様の未来のため
に常にテク ノロジーを再構築しています。

弊社では革新的な手法により、 お客様が現在および将来の差し迫ったビジネ
ス課題を解決するための独自の自動化ソリューシ ョ ンを設計しています。 拡
張性に優れた弊社の倉庫、 文書、 メール自動化ソリューシ ョ ンは、 ワークフ
ローを改善し、 変革を加速させ、 インフラの効率化を促進します。

弊社は家族経営の組織で、 1,200 人以上の献身的な社員が日々産業の変革に
貢献する製品の革新、 製造、 設置、 サービスに従事しています。 弊社はお客
様の声に耳を傾け、 お互いを尊重し、 自動化ソリューシ ョ ンによって未来を
再構築するために力を合わせています。

OPEX は次世代のオート メーシ ョ ンそのものを体現した企業です。
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